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'
 The  Building  Qf 13.000 K.T.  Floating DrY,Deck,

                      mainly  concerning  the  Hull Construction  Wgrks.
                           '

                     .'ByToshitar6 Matsuda,  Kbgefaushi, Mbmber
                         /t
                   . and  Hiromu  Itikawa, Kbgnkushi,  Mlembet,.

  Kawasaki  Dockyard  completed  the floatingedry dock of  13,OOO KT.  capacity  on  June 30th,

1953 to fulfi1 its long  cherished  ambition.

  This paper  is intended  to bring  out  some  Qutstanding  facts mainly  in the field of the hull

construction,  describing  work-procedures  in general  and  the construction  processes  which  Kawat
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  The  p,rincipal particulars of  this floating dty  dock are  as  follows :

            Length  over  att  172.80m                             tt

            Length  over  pontoon                                          152. 50 m

            ,Breadth extreme  36.00m

            
lnside serviceable  breadth 

'26.40m
 .

                                         
'
 17.30 m  ･- ･

            Depth  . .
                                         , -

            LxBxD  of  one  pontoon  
'
 24. 80 mx36.  00 mx4.  30 m                                                               t

            Clearance  between  each  pontoon  OL 80m  ･

  The  dock is consisted  of  6 poritoons 6xtendlng to 180m  length and  25.8m  breadth, thus
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  Ttie-lau4ching  ef  the  pontoons-toek  place with  intervar of  2e days  2 at a  time,  total  in 3

occasions,  whiie  the side  wa11s  were,constructed  either  .2 or  4 qt g time  witti.interval  of  15

days, tot.a. 1 in 6 occaslons.  The  final sidie walls  were  loaded  on  the pontoons  by  200T  fioatihg
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  i) Through6ut  this building, saving  of  iabour and  material  cost  were  demanded  as  s'trictly

as  tapid  pregress  of  the schedule  on,the  berth. For  this reason,  the  hull constructian  was
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standardi2ed 　by 　applying 　we 正ding　block　syste 皿 and 　spec 三al　proceaures 　 were
「
adopted ，　 such 　 as

exte 飴 ive　application 　of 　the　automat 匚c　we 王diロg 、　adQption 　of 　no −marking 　wqrk ．
　process ，　mass 　pro−
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tank 　pressure 　tests ．

　 ii）　Each 　pontoon 　was 　co 皿struc ‡ed 　so ．　that 　it　ca 皿 be　 easily 　 detached 　 from　beneath　 the　s董de

wall 　making 　90　degrees　rotation 　to 色he ＄ide　Wa ！1　to　be 的 1e　to　se三f　dock 　for　the　repair ド 1ロ this

pF ・p・・ e　ea ・h　p・・ tQ・・ wr 尹・r・St… t・d ．perfect且？
・　i・ terchangeable ・Technically・the・ef°「e・special

effort 　was 皿 ade 　in　thlS　particuiar　point　that 　tlle　c6nnection 　of　respect 三ve ．
　pontoon 　 to　 the　s三de

Walt 　 iS　tO　COinSide 　 with 　 altematiVe 　 OneSr 　　　　　　　　　　　　 ．　　　　　　　
・

　　　　　 　

　 iii） It　was 　quite　di缶cult 　p・・blm　f・・皿 va ・量・ u ・ view つ ・i血 ts　t・ execute 　with ・ut 　mark ・d　f・玉1u・e

．to　connect 　t丘e　s三de　walls 　to　the ．pontoons 　
’
　on 　the　sea 　with 　 successful 　loading，　especially 　 i血 the

caSe 　of 　the　centra ！side 　wa1L 　These　di丘1cu互t　works 　were ．　carried 　out
’
undbr ．the　daylight　 with ．

most 　careful 　pr6paration　and 　by　means 　of　the　su 三tab正e　ballast　shifting ．

・i・）
’
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『different　froln　the　construction 　works 　on 　the　berth2　the 　po耳

toonS 　and 　sidewalls 　w βre 　cor ・

rect ！y　marked 　o 皿 the 　shore ，　in　order 　to　be　uspd 　for　both　th6　basis　of ・the　side　 wall 　 connectiQn
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
and 　the 　base　Ihle　 of 　de且ection 　measure 蹠 ent 　on 　th¢ sea ．　 　 　 　 、
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　 v ）

』
To　deterln三ne 　the　final

’
base　Iine，　the 　align 皿 ent 　by　the 　light　was 　applied 　Qver 　al 正　length　of

the
．
　p αntoon 　before　and 　after 　the　si且king　 and 且oating 　test．　This　 alignment 　 procedure ．was 　 of

．
the 玉a厂gest　scai『

： on 　the 　sea 　ever 　carrigd 　out ．
−b．y　the　yard ・

　．The 　fioating　drydock 　has　been　operated 　satisfactor 皿〜τ and 　successfullY 　ever 　 since 　its、　cornple −

tion　including　M ．S．　Kiyokawa −Maru 　of
‘‘K ，

；Line　as 　the 且rst　ship 　beillg　dqcked，　 on 　 July　 l　sち

1953 ．
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　川崎重工 業株式会社は ， 昭和 28 年 6 月 30 日に ，浮揚力 13， 000噸の 浮船渠を建造 した 。 浮船渠 の 建造9t船台
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t／
上 に 於け る据付 ， 組立方法 ， 特 に 進水後の 海上 に 於ける結合方法等に 就 て，船舶 の 建造 と非常 に異な る もρで あ

る。著者は 此処 に 之等 の 諸点 に 就 て 実例 に 基 き，特異点を 記述 し大方諸賢 の 御批判を仰ぎ度い と思 うの で あ る。

倚本舩渠の 設計上 の 諸点及び進水工 事に 就い て は ，下記文献を参 照 され度い 。　　　　　　　　
’

【1］ 当社造船設計部 ・ 13，000 丁浮船渠の設計蹴 い て （其 ノ
ー
）・ 「船舶」昭和 28 解 明 号・（其 ノ ニ ）．

　　　　　は 未刊。

　［21 岩崎布太郎，大井岩夫 ：
．
セ ク シ ョ ナ ル ポ ン ジーン タ イ プ の 浮 船 渠 の 強 度vと就 い て ，関西造船協会，昭

　　 ［　 和 28 年秋季。　
．
　　

國

［E ユ　当社造船設計部 ：
・13，QOOT 浮船渠 に 就 い て，舩 の 科学，昭和 28 年 8月号 。

［4 】 黒川秀雄 ； ．13，000T ．浮 船 渠 の 進水工 事 に 就 い て，関 西造 船協会，昭和 28 年秋季 。 ．

§2． 主要 目並 に構造の概要

1． 主要 目　第 1表 に 示す 6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　 、
2 ， 構造の 概要

LFig ．1　中央横截 面 図参照あ事。

本浮 船渠は 2 個 の 全通側壁と，6 佩の ポ ン ツ ーン か ら成 り，側壁 と ポ ン ツ ー
γは 互に 2 個 の 150× 200× 20．山

N 工工
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．型 に 依 り鋲着され て居 る 。 倚各 ポ ン ツ ーン は ， 取外 し て 90°

廻転する事に 依 り， 他 の ポ ン ツ ・一ン 上 に セ ル フ ドッ

キ ン グ を な し得 る様に計画 されて居 る 。

　 ポ ン ツ ーン 溝造は ，横肋骨，横梁構造 で ， 1 フ レ b ・
’
A 置きに ク ロ ス タ イを設置 し，十分な 横強度を持 た して 居

る ・ポ ン ツ ーン デ ツ キ 及び 底部外板に鈩厚 15mlm 　

1
の 横張 り形式で あ る 。

　側壁は 重要 な縦強力構造 とレ， 側外板 の 上下端鈑並 に ト ッ プ デ ッ キ 鈑は ，船渠中央 で 16m ！m の 縦張 り と し，
更 に ト ッ プ デ ッ キは 縦通梁 と し て 150 逆付 山型 5 本を・横梁を貫通 さぜ て居る。各ポ ン ツ h ン に 跨 る側外薮下端

1鈑 に は ，応 力集中に 酳 え る様 22　mlm の 厚鈑 を 部分的に 配置し て 居 る 。　　　　　　 ．　　　　　　　　 ・　 “

　建造期間 の短縮 工費節減の 為，講造様式 の 簡易化を 図る と共 に 広範囲 に ，自働溶接 を 採甫し 総べ て 溶接ブ Pt

ッ ク 様式 と な し た み 従 つ て鋼 材 は一
般 に SS　41．を使用 した が ， 前記縦張 の 16　m ／m 及 22　m ／m 銀は ，特に 自

働 溶 接 の 採用を考慮 ・ て・・ LR 規覯 鞭 角・ た・　 　 、　 、 遍 ．＿

　鋲接手を採用 した 筒処 は 下 記 の 通 りで あ る 。　　　　　　　　　　　　
’

　（1 ）　ポ ン ツ
f・

ン と 側壁 取 合 周囲山 形 （2QQ× 150× 20　L，　 RIV．25 φ，

　　　　 P 諞 125m ／m ，2 列）

　〈2 ）　側壁側外秡 の 上，下端鈑 の シ ｛ム 。

　（3 ） 側壁 の 下甲板 と 側外秡取合 。

　
・（4 ）　 ト ッ プ デ ッ キ と 側外板取 合 。

　く5 ）　 トッ プ デ ッ キ の 外側 シ ーム 2 列。
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参考の 為， 鋼材重量 ， 溶接長 ， 鍍旗数を第 2表 に示す 。

§3． 建 造 の 概 要

　 L　建 造 方 針

　当杜 の 岸壁 の 地理 的状況 と当時の船台使用 状況か ら， ポ ン ヅ ーン と側壁 を 夫 々 別個 に 建造 し，之を逐次海上 で

結合 し，最後 に 中央側壁 の 搭載 に 依 り・煎後 の 船渠を縦 通 させ る事 に しtg・建造順序は Fig・2・に 示 す。

又 闘 渠皺 後は 当姻 浜岸壁に 約 5°’の 角度 で ・　 　 　 　 　 遡 」

本繋留す る事に した が，当初の西浜岸壁附近 の 水路水

深 は 約 7M で あつ た か ら最低潮位 で 7M 吃本の 船舶

が出入渠出来 る様に 墜留位置の 海底を，平均水深 14M

迄浚環す る事 と し た 。　　　　　
tt
　　　　　　

’

　（1）　ポ ン ツ f・ン の 建造方鉗

　当社第4船台 （ガ ン トリー卞）で；大型船建造 の 間隙

を利用 して 建造す る 事に した が ，ポ ン ツ
ーン の．構造が

単一構造 で あ る為，MASS 　PRODUCTION 方式の 採

用が可能 で あ り， 6 個の ポ ン ツ ーン を 20
’
日間隔セご3

回に 宜つ て ，進水させ る とい う思い 切つ た 急速建造を

行 う
’

S と した 。
’
、

　建造 に 際 して は ，船台幅 の 関係で縦方向に 据付け る

《

  　   早 ≒、o 　 　 　   　 　 o
卩 ‘「　　　　　　　　　　，

． ．

睡　　　　　　 登、 「　　　　　　：　 脚甼
  　　 ¢ 　　　  、　　   　　　   　　　    

’

nvewutuag ｝　imwh ．
　　　　　　　Fig．　 2

事が出来ぬ 為 横方向に据付け る事 と し船台上 に 於ける組立工 事を容易ならしめ，且 進水時の 状況 を考慮して三、

本 船台 の 水 際附近 に 同時 に 2 個 を タ ン デ ム に ，且 水宰に 据 付け る事 と した。

　 （2 ）　側壁 の 建造方針

　側壁は 船台上 に於 け る組立工 事終了後 ，
200T 海上 ク レ ーン に依 り帛上げ ， 西浜に囘航の上 隶ン ツ

ーン 上 に搭 ：

載す る 事 と し た 為 両舷各 々 20G∫ 以下 の 7 個の ブ ロ ッ クに 分割 し．第 t 船台後端 の 特設地 足場 上 で UPRIGHT ’

に 据付け ，2 乃 至 4 個宛，15 日 間隔セ 6 回 に 分 け て建造 す る 事に した。

　建造順序 は，西浜岸壁に 於け る海 上 工事に際し，神戸港内 の 航路を浸害 し ない 様に す る 為，Fig．2 に 示す如 軸

く決定 した 。

　 2． 船 殻 建 造 経 過

　本麟渠 の 船殻 工 事は ，
．
之を 3期 に 大別する事が出来る 。 即 ち ，

　　　第 1期 ポ ン
s7 　’一ン の 建造

　　　第 2 期　側壁の 建 造

　　　第 3 期　嫡， 驪部張出及 び 可動橋 の 建造

詳細に 関 し て は ，第3 表船殻工 事実際記録，及び第 4 表ポ ン ツ
ーン 及び側壁現場工 事日程 表を 参照す る 事。

　（1 ）　ポ ン ツ ーン の 建造
『
当初 よ り難 工 事を予想 され た の で あるが ， 精密な計画 と関係者 の 努力に依り，予定通 り工 事を終了 した 6

　之 に 使用 した 有効定盤面積は ，1．250M2 で ， 毎 日平均 55T の 堆上組立 を 行い ，毎 日搭載重量は 約 82T で
・

あ つ た。・

　（2）　側壁 の 建造

　ポ ン ッ ーン と 同様 ， 難 工 事 で あつ た が ， 天候 に も比較的恵 まれ略予定通 りに 工 事を終了 し た 。 側壁 の 毎 日組立、

重量 は 約 36T で あつ た 。

　（3 ）　艙 ， 齷部張出の 建造

　艦，縄 部張出は 1個宛 ，上 記特設地足場上 で 側壁 の 組立終了後組立 を行 い ，200 丁 海 上 ク tz・一ン に依 り，当H，

中に ポ ン ッ ーン に 取付けた 。 此際，側壁 ぽ ポ ン ツ ーン 上 に 既 に 全通して 居た 。
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§4． 船 穀 施 工 要 領
』

下 記 の 諸点を考慮して，船殻施工 要領 を決定 した 。 即 ち

（1 ） 各ポ ン ツーン は，将来修理 の場合を考慮 し，Interchangeableな らしめ る事。即ち ポ ン ツ ーン と側壁 の
・

　　結合状況 を各 ポ ン ジーン 共完全 に
一

致 させ る事。

（2 ） 急速 建造 と工 葺節減 の 為 　広 範囲な ブ ロ ッ ク 様式の 採用，No −marking 方式 に よ る 加工 法 ， 単
一

治具

　　上 の 量産，一定定盤上 の Progressive 　Assembling ， タ ン ク の 水圧試験 の省略等を行 う事 。

L 　内業 加 工 ，地 上組 立，現場 取 付要領　　　　 ’

（1 ） 各部 材 に記 入 す る基 準 W ・L 及 び B ・L ・tM下表 の 如 くし・それ以 外の W ・夏・，B ・L は一
切記 入せ ぬ 事 。 ．

蜃「潤
り

［ポ ・ ・ 一 ・ i 儺 壁

基 準 W ．L 2W ．　L． ／・W ・・… W ・L… 5W …

基 準 B．L．　 3B ．L ，6B ．L ， 1・5　
314B ．L

（2 ） 現図は 中央横截面図の み を 出し，各部材は 定規に て長 さ及幅を決定す る 事 。 ブ ラ ケ ッ ト ， ウ ェ ブ ス チ ア

　　ナ ー，ウ ェ ブ ビーム ，ガ ーダー，ホ リゾ ン タ ル ガーダーは現図型取 りを 行 う事 。 ク U ス タ イ は 地 上 組 立 の ・

　　治具用 と して 型取 を 行 う事 。

（3 ） 共通部材に 関 し ては
「
，小部材に至 る迄型取は 木型を使用す る事 。

（4 ） 極力 No −rparking 方式le依 る事 と、し，当該部材に 対して に 特別 の 定規及び 治具を 製作す る事。

（5 ） 原則 と し て ，．各部材は 内業仕上 と し ， ブ ロ ッ ク 罫書は 最小限に 止 む る 事 。

（6 ） ブ ロ ッ ク接手 を除きシ ーム 及 バ ッ トは総べ て 自働溶接 とす る事 。 徇 ブ v ・y．ク 接手は 手働溶接とす る 事 e
’

（7） 周囲山形，側外板鋏鋲 シ ーム 等の 鋲乳は ，鉄木的見地 よ り止 むを 得 ぬ 箇所 の み 現場当揉 と し，他 は 総べ

　　て 内業穿孔 とする事。穿孔要領は Fig．3 に 依る事。 徇 ポ ン ツ
ーン と側壁取合周囲山 形 に 関 し ては （9）を

　　参 照の事。

（8） 底部外板，ポ ン ツ r
一

ン デ ッ キ， ト ッ プ デ ッ キ ，第2■甲板，ポ ン ツ ーン 付側外板 の 鈑耳 は 総べ て 内業仕上

　　　　　　　　　　孅 　，　 　 　 と し ・ 鯉 欄 外櫨 恥 ・ 後ブ ” ・ ク 瞳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る ブ 営 ッ ク 接手 の み鈑耳 50　 n ／rn 伸 しお き，

　　 側壁地上組立終了後鉄木に 依 り現場収縮 を 調

　　 査 の 上 ，下振 りに 依 り新に 鈑耳羇書を行い リ
　 　 　 　 　 　 1

　　 ブ ぜ イ 自働瓦斯切断機ocexり，鈑耳仕上 を 行

　　　う事。　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　（9 ）　ポ ン ツ ーン と 側壁取合周囲山 形 の 施 工 は ，

　　 船渠 の 生命 とな る もの で あるか ら，下記要領
’

　　 に 依う入念に 施工 の 事。

　　（i）　ポ ン ツ ーン 側壁共販合面 が重確 に 水平 に

　　 な る様に 取付を行 5事。

　　（ii）　鋲孔 は 正 確 に孔 罫書を行つ た 上 ，正確に

　　

Fig．　 3

　 契

F 三9．　 4
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　穿孔す る 事 。 （詳細ば 2・鉄木工 事 の 項を 参 照 の 事。）

（iii） ポ ン ツ ーン に 取付け る 山 形 の 施 工 要領。
　Fig・4 に 示す 。

　（備考） 側外板 と，ポ ン ツ ー一ン デ ッ キ取 合山 形は ，単独 で 現場取付を行 い ，ポ ン ツ ーン デ ッ キ 位置決定 ，

　　溶接完了 後 ， 鉄木で出した 基準線に Fig・5 の 如き金 型 を 合 せ ，幅 を 正 確 に 保持す る事 。

（iv） 側壁に 取 付 け る山 形 の 施 工 要領。　Fig．6 に 示す 。

1

毳

ー

禰 タト扱

由 齢
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ッ 圦 語 ．側 外瓶 内業 嬰孔ψ弓6裘廻 痂 亅《・位 ヨ9当 ‘
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Ψ ト
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惣 二 外 及・壷 、肉 し（殖二 ，1 「
．

山 骸へ　工＝ 外 サ　｛・ケ
ダ隔 ’、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　　　　　＄）　 、 撤 ウフ

　　　　　　　　　　　　　　　 l　 　 　 　 　
FM ・t ‘ ：’le

　 　
．

　　　　　　　　　 Fjg・5 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 Fig．
’

6

　（10） 贈 ， 鯤部張 出は 夫 々 地上組立 に依 り 1プ ロ ヅ ク と し，海上で ボ ン 甥
一ン に 取付け る事。 海上 工 事を容易

　　とす る為 ， 翆出 と ポ ン ツ ーン 取合部は ボル ト結合 とする事。搭載に 関 し て は §5 海上 工 事 の 項 に 詳述す る。

　 2． 鉄 木 工 事 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ド

　建造 に 当つ て 最 も留意 した点は ，各 ボ ン Pt　一　
s
／ の 互換性に鑑 み ， 側壁取合鋲孔 を 正 確 に合致させ ，取合面を メ

タ ル タ ッ チ にする点で あつ ？c 。

　（1 ）
『
ポ ン ツ ーン 建造 に 対す る鉄木工 事

　　（i） 船台埋 金 （船台上固定 デL ジ ）の 設置

、．6 個 の fie　v ・ 一ン の 形状鯛 一性保持 鴫 建造闘 す硯 鞠 と
’
L て 起尹

・ 尅 ち Fi・・7 に 示 す要 領畩
り， 船台上に船台中心線 に対 して 直角線 を 3 本出し，之とキ ール 据付図 よ り A ，B ，C ，・・一 ，1 の 9 点を決定し，
船 台 上 に 真輸板を鯉込 んだ所謂船台埋金 に ポ ン チ に て 詑入 し， 同時
’
に 船台埋 金 と底部外板下面迄 の 垂直高 さ H を 正 確 に計測 し，爾後

の 建造過程 に 於け る船体 の 変形量を計劉す る基準 と した 。

　　（ii） ブ 吋 ク 蠅 定め 要領 ．
F
　 　 　 ・

．

　 ，

　各ブ μ ッ ク の 位置定 め 方は 総 て 船台埋金 に 基き行つ た 。 爾 ， 底部

外板地 上 組立 に 際 し ，前記 FR・16 フ レーム ライ ン ，船体中心 線及 ．

153kB ．L ，を 外面 に 出 した。

　　（iii） 診 側 璧 取 合周囲山形 の 鋲孔罫書要領 ．

　船体建造絳了 後上 記鋲孔罫書 の 為 前記船台埋金 よ りポ ン ジーン

デ ッ キ 上 に 直角線を引出 し，之に 基 き孔罫書を行つ た 。其 の 作業 要

領ごよ Fig．7　存こ尉 。

　（a ）
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　（b ）
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F三g ．7　船 台 埋 金 設 置 要 領 及 び ポ ン ツ

　　　　
ー’

ン デ ツ キ 上 直 角 線 決 定 要 領

　　　　Fig・マ 中0 印 （船台埋金）に 遺型を設置 し， 下振 りに 依 り船台埋 金上 の基点を上 に移す。

　　　　基準 フ tZ．・・一ム ラ ィ ン （例えば No ．1 ポ ン ツ ーン t ら ば FR ・16 フ レ ーム ラ イ ン ），船体中心線 15314　B ．L．

を夫 々 ポ ン ツ ーン デ ッ キ及周囲山形上 に 記入す る 。
Fig・7 中 × 印 の 線が鋲孔 罫 書 の 為 の 基準 と な る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 もt
　（c ） 上記基線に孔割定規を合 せ ， 孔罫書を行 う。Fig・7 中矢印ぽ 孔罫書め方向を示す。

　（d） 罫引線に上記基線 に 基 き山形 の 面 に沿 つ て ピ ア ノ 線を 張 り，位置を出す。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 娘
Fig．8 を 参照 の 事。

　（備考） 直角線出 し方 に 就い て 上 記 の 方法と同時に ，ポ ン ツ ーン デ ッ キ 上 に ポ ン ツ ー

　　ン の 船体中心線を証 と して ，FR ．16 ブ レ ーム ラ イ ン を コ ン パ ス に 依 り出 した 所 ，

　　昏ポ ン ツ ーン 共 2酎3m ノ皿 の 誤 差 で あ う た。実用 上 と して は 上 記 の 面倒な方法 を使　　　 Fig．8

　　用 し な く
．
て も，船形 の 保持を慎重 に行えば ，後者の 方法 で 十分で あ る と考 え られ る 。

　　（iv） 海上 工 事 に 対す る 基準線 の 設定

船体建造終 了後 ポ ン ツ ーン 櫓 こ 4w ・L ・の 記入を行囈 後 の 海上耳 の 基 準と した・

　（2）　側壁建造 に対す る鉄木ユニ事

　　（i） 水平 の 保持　　　・
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　ポ ン ツ ーン 取合山 形下画の 水平保持 を正 確に 行つ た 。

　　 （ii）　 ポ ン ツ ←ン 取 合 周囲 山 形 の 鋲 孔 罫 書要 領

　船体建造寵 了後，上 記鋲孔罫 書の 為，ポ ン ツ ー
ン取合周囲山形下 面に直角線を出し，之 に基 ぎ鋲孔罫書を行つ

た 。 作業要領は 下記 に 依 る 。

　　（a ）　ボ ッ トム デ ッ キ に 記 入 され た 15314B ・L ひ を 証 と して 直角線を 出 し，周囲山 形下 面 セピ記 入 し，之を 山

形上面 に引出 し鋲孔 罫 書 の 基準線とする。

　（備考） 直角線は 当該側壁 と取 合に なる ポ ン ツ ー
’
ン に 於て，出 した 基準フ レ ーム ラ イ ン と同じブ レーム ラ ィ ン

　 　 　 　 　 　 サ

　　 とす る 事 。

　　（b ） 罫 引線 と して 上記 15　s！t　B ・　L ・に 平行線を 山 形上面 に ピ ア ノ 線に依 り出 し記入す る。

　　（c ） 孔罫書 7）票領 は ポ ン ツ ーン と 同様 とす る 。

　鋲孔罫書は 山形 の 下面に 行 うの が 原則 で あ る が ，上 向の 姿勢 で 孔罫 書を 行い 穿孔す る事は ，工 事 の正 確性，工

事期間 の 点 で 却 つ て 不利 で あ るか ら，上記 の 如 く山形上面 に行 う事とした。

　　（iii） 海上工 事 に 対す る基準線 の 設定

　船体建造完 了後，側外板夢面 に 新 に 6W ，L・及 15　W ．L ．の 記 入 を 行 い 爾後の 海 上 工 事 の 基準 と した 。

　 3． 水　防　工 　窰

　水圧 試験を
一

切省略す る為 ， 釵鋲 ， 溶擦工 事は 特 に 入念 に 行 うと共 に 船体完成後，水防箇所の 手入れ及 検査 を

厳重 に 行ρた 。 ポ ン ツ ーン と 側壁取合周囲 山 形の 水防 工 事 は Fig ．9 要 領 に 行 り行 つ た 。

　 4・ 塗　装 要 領

　第5 表に 依 リポ ン ツ P ン 及側壁 の 主要筒所 の 塗装を行つた 。
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Fig．　 9

　　　　　　　　　　　　　　　　　 §5． 海 　上 　工 　事

1．　 海 上 工 車 の 概 説

此処 に 述 べ る 海上 工 事 とは ，側壁 の 塔載及 び 艪穉部張出 し の 塔黻 を 謂 5。
側壁 の 塔載 工 事は ，

−
下記 の 三 段階に 大別 され る。即 ち，　　　　　　　 、

　　　　　　　　　　　　　 　
（1）　2 個の ボ ソ ツ

ー
ン を接続し て ，其 の 中 間 に 側 壁 を 両舷 1 個宛塔載す る。

（2 ） 躙 の ボ ン ・ ・ ン 巌 亂 て 測 ・ 供戦 両 舷 ・槻 羅 す る・

（3）　3 個宛接 続 した 2 組 の 魂ン ツ ーン ブ ロ ッ ク を接続 し て，其 の 中間 に 側壁を両舷 1 個苑塔載す る。

之を図示すれ ば，Fig・10 の 如 くな る 。
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　 抑 ， 海上 に 於い て ポ ン ツ ーン と 側壁 を結合す る事は ， 下

記 の 点に 技術上 の 困難性があ る e

　 （1 ） 海上 に浮 揚 し て 居 る 2 個 の ポ ン ツ ーン と， 200T

海 上 ク レ ーン に 依 り懸吊され た 側壁が ， ftk．任意 の運動を

行 う事 。

　 （2 ） 海上浮揚体で は 船台上 の 建造 に 於け る 如 く，基準

線 を 捕捉 して 側 壁 の 位置決定 を行 う事が 出来ぬ 事 。

　 （3 ） ポ ン ツ ーン の片舷 に 側壁 を塔載する と ポ ン ツーン

・
が Hee工す る 事。

　 （4 ）

「
m
’・・t−z 　　 、S

1盤 　　 猛 生 　
’「
　 墨

＿廴 i ＿　 海　　 強

由

　 　 　 1．“・鬮
澗、r，一　丿

嘔 搬噸　
’

Fig．10

　　　　ポ ン ツ ー・・y の 正 規位置に ， 両舷の 側壁を塔載 し 日沒前に 取付工 事 を 終了せ ね ば な らぬ 事。

　（5 ） 側壁 の 結合 に際L て は ，過大な内部応力を発生 し惷い 様に す る 事，特に 最後の 中央側壁 の 結合 の 際に注

意せ ね ば ならぬ 事．

　以上 の 諸点を考慮 して，次 の 様な建造方針を立 て た。

　（1） 側壁塔載 は 出来 る丈静 か な 日を選ぶ事と し ， 2 個の ボ ン ツ ーン を 適当な方法で 固縛 し，運動 の 自由度 を

減少 さぜ る事。

　（2 ） Heel 及 Trim の 調整を慎重 に 行 う事 。

　（3） 船台上建造 の 際 に 基準線を設定し，之を海上 工 事の 基礎 とす る事。

　2， ボ ン ツーン 接緯及 び 位 置決 定 要 領

　（1 ） 基 本方 針

　下記 の基本方針を 満足す る様 ， 実施す る事 と した。

　
」
（i） ポ ン ツ ーン の 船渠中心 線 を 正 確 に 遍す事。

　　（ii） ポ ン ツ ーン の間隔 を正 確 に 800　m ！m とする事 。、
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　　（iii）　ポ ン ッ r…ン の 側壁販合山形上 面を 略同一
平面 とす る事。

　（2） 実施要領

　下記 の 順序に 依 り，ポ ン ツ
ーン の 接続及 び位置決定を 行つ た。F三g・ユ1 参 照 の 事 亭

　　（i）　ボ ン ツ ーソ の 繋留替 えを行い ， 2 個 の ポ ン ツ ーン 間に 組立式木製 フ
ェ

ソ グーを浮設 し，略 800　m ！rrt

の 間隔 に 保持 し Tt ボ ン ）7
” V 両端 に 仮設 した ボ ラ ード閏 に ワ イ ヤ ーを掛け固縛 し た 。

　（註） ポ ン ツ ーン 固縛用 と し て 進水前に ポ ン ッ ・一一ン デ ッ キ 上，端部に 300 φ一II ボ ラ 冖
ドを 2 個宛取付た e

　　（ii） ピ ア ノ 線に 依 り舩渠中心線 の 合せ 方を行つ た 。 之が 為上記 ボ ラ ード間に ワ イ ヤーを譯掛け に 張 り，其

の 端部に ワ ン ドル を挿入 し調整した。

　　（iii） （i），（ii）に 依 リポ ン ヅ ーン 間隔及 び船渠中心線が略決定した 後，ポ ン ツ
ーン 上 5 筒所 に設置 した角材

．

及 び ワ ン ドル に 依 り更 に 微少調整を行つ た 。 爾 ポ ン ツ ー間隔 800　mlm の 最終決定 に は ，当該筒所の ポ ン ツ
ーン

と側壁取合鋲孔 の 孔割定規 を使用 し，鋲孔を 基準 と した 。

　　（iv） 上 記 と平行 して 固形 パ ラ ス ト及びパ ラ ス ト ウ r タ ー等 に 依 り，Trim 及び Heel の 調整を行 つ た 。

　3．　 申央側壁 の 搭載

　搆造上，側外板の ブ ロ ッ ク接手が
一

直線で な く， 上 y 下二 筒所 で　　　　　　　　　　　
r710 ，． が　 ≧ 細

Shiftして 居 る 為両 ポ ン ツ ー
ン を 第

一
段階及び第 二 段階 で 行 つ た如

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

〈予 め 定間隔 （8．oe　mfm ） に 接続す る と 塔載が 出来ない 。そ こ で ブ

ロ ッ ク接手 の Shift の 状況を調査 し ， 且 取付工 事を容易 とす る為 ，

’

最初 ポ ン ツ ーン 間隔を 1
，
　790　m に 保持 し，No ．3 及び No ・4 ポ ン

ツ ーン に 吃水差 を つ け ，
No ．4 ポ ン ツ ーン 側壁 を 両 舷塔載 し，取 付工

事終了後 Over −hang の 状態 に て No ・3 ポ ン ーツ ーン を 引込 み ，両

ポ ン ツ
ーン を正 規間隔 に 固縛すると共 に側壁取付工事を行 5方式を

採用 した。 倶ll外板ブ P ヅ ク接手 の 要領 は Fig．2 及び Fig・12 に

示 す。

　（エ）　吃水調整要領　　　　　　　　　
・

　　 （i） 一
般式

　
一

般 に Fig・13 の 如ぎ岡体が ，若干 Trim し て 浮揚 して 居 る 場

合，下記の 近似式が成立す る。即 ち 剛体 の 長 さを L
， 幡を B ， 排水

量 を A，箪心位置を C ，Longitudinal 　 Center　 of 　 gravity　from

end 、を Lc とす る と，沒水部を 対角線 C−F に 依 り二 分 して 考 え る

と，　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 I

　　　i　 A −

　
“S（d・＋ d・）

°C ’
・
’L ’B

　 　 　 （2 ）

　　　　　　こ こ に C …形状係数，ρ
…液体の比重。

　 次 に
一

端 B に 重量 物 δ が 附加 され た 場 合，排冰量 を d ’，吃 水　　　　　　　　 Fig・13

を d1ノ，　 d2’

とす る と，

　　　　　　　　A ・ − d ＋ ・一告（d ・
’

…
’

）
・σ… L ・ゲ 　 　 　 　 　 　 （・ ）

　　　　又 砧 磅靜
廴

　
・
　 　 　 　 　 　 　 （・）

．　　
．

・ 器響 　　　
・
　　　 ．　　 ・（1）

故 に （1），（2），（3），（4），（5）式で ，L ．　B ，　d1，　d2 は 既知 で あ る故，（1），（2） よ り Lg を 求 め ，之を （3），（4），（5＞

に 代入 す る と d1’，　d2tが 求 め られ る 。 之 に 依 り Trim 及 び Heel の 計算 を全部行つ た 績果 下 記 に 示 す 様 に 実 際

｛直と 田各
一

致 し た 。
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　　（ii） 吃水状况及 び 吃水調整要領

上記
一

般式 に よ り，中央 側 壁塔…載に 先 立 ち，吃水計測 を 行し・，側壁塔載に 伴 う Trim 及 び Heel
．DSt 算を 行

■

　　　　　　　
，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い ，Ballast　Conditionの 決定を行 つ た 。即

　　　　　　　　　　 ta 。乞　
：N ．師 ζ斑 i　　　　　　　 ち最 初左 舷 側壁を塔載す る事 と し，・左舷に、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Heel し た 場合，側壁下蠕が，　 No．3 ポ ン ッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ーン の 側 壁 取 合 山形上 面 に 接触せ ず，次 に 右

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 舷側壁を塔載す る と Even に な り，此 の時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 No・3 及び No ・4 ポ ン ツ ーン の 吃水差が ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 約 50m ！皿 に な る 様 に す る 為 両 ポ ン ツ ーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 吃水差 を 610m ／m に なる様に，二 回 に 亘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ て吃水調整を行 つ た。吃 水 状 況 の 変化 及 び
’

　　　　　
民

　　　　　
幽
　　　　　　　　　　

．
　　　　　　 バ ラ ス ト状況は 第 6 表に 示す 。

　（2）　注排水及び引込装置

　吃水調整 の 為 の 注排水装置 と して，No ・3 ポ v ツ ーン 上 に ，
30　t 及び 40　t・潔ン プ を夫 々 1基宛設置 した 。 又．

引込装置 と し て，No ・4 宗ン ツ ーン 上 に 電動 ウ イ ン チ 2 台及 び 側外板ブ ロ ッ ク 接手附近に チ mi ン ブ ロ ッ ク各
’
f

組 を準備 し た 。

　（3 ） 塔 載 状 況 　 　 　 、

　第 7 表 に 示す 日程 に 依 り塔載 を 行つ た 。 左舷側壁を塔載した所， Sagg洫 9−Condition に な り，其 の 前端部が

Nb ．・3 ポ ン ツ ーン に 接触 し た 為，　 No ・4 ポ ン ツ ーン の パ ラ ス トウ t 一タ　一一を一
部排水し，辛 うじて 結合山形 の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ボ ル F締 め を 行 つ た。此 の 時の 吃水状況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tP巣仲11　 　r　 t
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は 第 6 表 に 示す Q1 引続 き右舷側壁 の 塔載：

を 行 い ，両 舷側壁 の 結合山形の ボ ル ト締

め を約 112終 了後，直に ウイ ン チ に 依 り

引込 を 行い ボ ン Pt．　H一ン の 位 置決定 を行 い
・

No．3 ポ ン ッ ーン と側壁取合 山形 の ボ ル

ト締 め を行つ た 。

　 4・　中 央 側 壁 位置決 定 及 び 溶 棲 要 領

　 ポ ソ ツ ーン 取 合 の 山 形 の ボ ！レ ト締 め を

完全 に 行つ た後，側外板ブ ロ ッ ク 接手の

仮付を行つ た 。 前述 の 如 く，側外板ブ V

ッ ク 接手鈑耳 は ，地 上 で 仕 上 げ た の で，

鈑耳 を 正 規 の 間隙 で ，仮付 を行わね ば な

．らず，且外観上溶接の シ r ・ム ラ イ ン を通

さね ば な らな か つ た の で，三 回 に 亘 り，6W ．　L ．の 見透 しを行い ，　 No・3 及び No・4 ボ ン V
’
　 ’一ン の パ ラ ス ト調

　　　　　　　　　　＿ L 　
tt
　　　　 整 を 行つ た。側外板プ V ッ ク 接手溶接終了後 ， 各甲板 の

　 　 　 　 　 　 　 　 α の・スペ デ双 畷離二伽 冫

　　　譖 ｛三享罅晦 麟 羅 喫
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Fig．14　　．

付工 事を 出来 る丈容易とす る様に し た。沒 水部 の 取付工 事は潜水夫 に 依 り行つ た。

プ ロ ッ 接手 の 溶接を 行 い 1 斯 くて 中央側壁の 昏工 事を全

部終 了 した 。 筒結合山形 の 鋲孔 は ，各側壁 共孔ク リを 行

　う程 度で ，孔埋 め は 全 く行わ な か つ た。中央側壁塔載 よ

　リ ブ ロ ッ ク 接 手溶 接 終 了 迄 の 6W ・L・見透 し結果ぽ

Fig．14 に 示 す。

　 5． 艦 鑼 部張 幽 の 搭 載

　 側壁取付工 事を全部終 了 した 後艦 ，艫部 張 出の 搭載を

・行 つ た 。 塔載に 際 して は 強度上可能な範囲 で ， 約 1，soet

　の バ ラ ス ト ウ 才
一

タ
ーを N ◎・6 或 は NQ ．1 ポ ン ツ

ー

ン に 注 水 し，約 1m の Trim を つ け，海 上 に 於げ る 取
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’

　　　　　　　　　　　　　　　　§6． 胎渠 の べ 一ス ライ ン の 決定

　 t 　 べ 一ス ラ イ ン の 定義

　此処 aこ述べ る ベ ース ラ イ ン とば，船渠 の 完成状態｝こ 於 て キ ー
〃 盤 木上駒上面の 仕 上 及 び船渠内面 の ドラ フ トマ

ーク決定を行 5為の 基準 とな る もめで あ る。従 つ て船台上で，側壁内面 に 記入 し た 6W ・L ・を基準 と し て ， 諸

種 の 計測 を 行い ，ペ ース ラ イ ン の 決定 を行つ た 。

　2・ 売 ．線 見 透 要 領
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　期か る長 さの 海上浮揚体 に 於け る光線見透の 経験は なく，理論的に も波浪の 影響及び温度 の 影響 に 依 り，其 の

困難性があ り，当初此 の 実施 に 就い て は ，相当異論があつ た が ， 他 に 適当な方法 が な く， 構造 上 縦強度が 相当大

で あ る か ら，静か な 日を選定すれ ば ，大 した Defleciion は 起 らない だ ろ 5 と い う鐔定の 下 に 強行した わ け で あ

mu
　 舳

　 　 　 　 　 曳，甲1
　 　 　 　 　 　 　 6　 　‘
職

鴉
吶 　【　 ，F　 幽　 “　　　 例　 ’「 　 　 　 虫

’
　　　

°NSE

’「’ J”

　　　　　　　 Fig．15

した 。
ス リッ ト数は 12 個で あ る 。

（3） 見　　透　　線　　
’

る。結 果，船台上に 於け る光線見透 と何 等変る事な く，実施出来 たの

で あ るが ， 之 は 今後へ の貴重 な資料とな るだ ろ う。

　見透は 船渠中心線及 び側壁内面両舷，計 三筒所 を 同時 に 施行す る事

と し，Fig．15 に 示す要領 に 依 り，光源及 び ス リ ッ ト取付用遺型 を 設

置 した 。 禽工 事の 進捗状況 と併行 して ， 二 回施行した 。

　（1 ） 光源は蝿端 に 設置 し ，500W の 電球 を使用 した。

　（2 ）　ス rw トは ス ラ イ ド式木製搾を使用 ， 間隙 は 最六 3　Mtm と ，

　　（i） 船渠中心線
…
第
一

園見透 は ，鰭軅端 で ポ ン ツ ーン デ ッ キ上 1
，
2QOm （キ

ー
ル 盤木の 高 さ ） と し ， 第二

回 見透は 第一回 見透 の 結果に 鑑み ，FR ，50 及 び FR ・153 で ポ ン ツ ー一　v デ ツ キ 上 1・200
’
m と した ・

　　（ii）
厂
側壁内面…舵鯤端で 6W ．　L ．を基準 と し た g

　（4 ）　D   k　Condition

　見透 は ，ベ ース ラ イ ン 決定 の 為の 基準 と な る 重要な もの で ，タ ン 客内残水の 除去 ，不 用物件 の 陸揚に は細心の

注意 を払 つ た。（i）第
一

回見透
…舶，艫部張出，可動橋，起重機 は 未塔載。　

’
　　　　　　　

1

　　　　　　　 （ii）第 二 回見透
…蛸，規部張出，可動橋，起重機は 全 部塔載，船殻，艤装各工 事全 部終 了。　 f亂

起 重 機 は 船渠の 略 中央 で 両 舷対称の 位置 に 固縛す 。

　（5 ） 見　透　 日　 時

　　（i）　第
一

回見透
…

昭和 28年 5 月 30 日，午後 9時，気温 21℃ ，・水温 21℃。

　　（ii）
・
第二 叩見透…昭和 罕 年 6 月 23 日，午後 9 時，気温 21．5°C，水 温 22 °C 。
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3． べ
一

ス ラ イ ン 決 定 に 至 る経纏
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

（1 ）　見透 結果　第 8 表及 び Figl　 16 に 承 す e

（2 ）　ベ ース ライ ン 決定 に 至 る経緯

Fig．16 に 示す様に ， 船渠完成時 の 状態は ， 明らガ・に Sagging もondition に なつ て 居 D，
’
そ の Max ．　Defi’一

∵ ∴肅 ∴ 一 …

1ect’°n 　t「x 　FR ’　99 囃 麹 如 蹠

船
’
渠 中 虎ト 線 　　@131． 5 皿1宝

側 壁内 面左
骸

／137 　 m1
側壁 内面右舷　　121 　m

7．611，07

．g／1，0

　7il，0

　 此   Deflection の 値が 当 初 予想した数値を多少上

o て 出たので ， 設計，コ ニ 作夫 々の所 掌 で種々検 討 した。

設 計 上 の問 題 に 就いて は 省

する） 　 　（i） Deflection 発生 原因に 対

る考察． 　形状的に も 、重量的 にも 、 多 少の 差 異 の ある

ポ ン ツー V 及び 側壁を ， 前 述せる 方法 で海 上結合を行5 場 合 ，側 壁取 付 後の 6W ．L を 完 全 に 一 直線 に 通 す

ほ， 不可能 で あると考えら れ る 。 各 側 壁 取 付 に 際 し ては ， 吾々は6W・L をContihuous に 通す事に 努めた

；最 後に中 央 讎 壁 の取 付 に 於い て前述し た様 に，止むを 得ずSa9・ Condition にし て 行 つたので，．かかる Defl

ion が 発生 し た と 考 え ら れるに至 つ たの で ある。 従つて側 壁 の 接続 が ， 外 力 にょる 拘束 の 極め て 少 ない 状況

行わ れ た と 考え ． て

い
と
思うので ある。 　司（ii ）見透

相互関係に対 す る考察 　上記見透は全ぐ，Independent な光源に依り行つ た ので ， 之 等演 同一平面 上に あ る

どうかを調査せね ば なら ぬ。それが為・第二回見透後FR ・1，50 ，99 ・ 153 ，201 ・の5 筒 所で ， 側壁内 面の

透 線 の 高 さに， 左 舷より右 舷にピアノ線を張り ， 船 渠中心 線に 於 け る見 透線との差 を 計 測し た 。 之に先立 ち

上記 の 如くピア ノ 線を 張つた 場 合の 舩渠中心に於 ける 擁 量 を 計 測し たが ， O ・ 5m ／m φ ピ ア ノ 線 で端部に張 力工 6

を 掛け た 場 含 ， 13m ！ rm で あ つ た。之に依 り撓量の 修 正を 行 つ た

計測結果 は下記の 通 り であ る 。 ER・ N ・・ト ・

E ・レ 99 53 cト平均差 差（m 孤） 48 45．5

45345343345 ． 3 　　　 　　
　

　　　　（備 考）現図寸 法＝343m1 皿尸 　　上 記め 如 く平均値は345 βmlm とな り 現図寸 法
に 比 ぺ ．2 ・3

ノm の誤 差 を生じた に過ぎないb此の 結果 ，儺 　 壁 内面
の 見透線を

345
． 　 5 　 m／ m 下げ る事

依り，3直線を同一平 娵上 に収める事が出来 る。 　　

（iii ）　 キ ー ル盤木 上駒上面仕上 に 対する考察
、

　第一 回見透の結果 に 依 れ ば ・船渠 の状態が・ Sag ：
Condit

n に なつ て 居．4 為，麟齷 端で ポ ンシ 宀ンデツ キ上 　 の 高さ を「1 ，200m とす る と， 中央に 行く に従つ て キー

盤木高さ 示高くなり ，キール盤 木 高さの仕上 に 際 して 　 中間 盤木 を 更 に 高くし， 同時に 上駒上 面のハツ リを行
わ

ば なら ぬので，材 料 的 に も ，工期 的に も不利で あ る。』 t 此の結 果，油圧ジ ャ ッ キ使用に対す る 最 少 高さ 1 ． 200m を

　FR ・50 及び FR ・153 で 抑える事 と し ，之に依り 　第 二回見 透し を

い，見透線に 基き，最後の上駒上面の仕上を行5事とし＃
　　　（iv）　　　結　　　． 　　　 　　ノ　 　 　　論 　 　（i ），（ii ） ，（ iii ） の考 察 の 結 果 ， 第二回 見透

於 ける船渠 中 心線に於 ける見透 線をベースラ イン どする 事に決定 　し， 側壁 内 面 両 舷の 見

線は（ii ）項 で 述 べ た 様 に 3

・5rnfm 下げる事と した 。 　 　4 ． ベ ースライ

保存要 領 　
　

（ 1 ）船 渠 中 心 線 に於 け る ベ ー ス ラ イン の保 存 要 領 　 　各 ス テ ーショソに 於 け る ポ ン
ツ ー ン

ッキ 上 面 よ りべ 一スラ イン迄 の高さは ，第9 表に示す 。ポンツーン デヅ 　キ 上 にキール盤木高 さ 標示板 を 設 置し，且真

製のi“　e一ル 盤木 高 さ標 示尺 を 作成 し，永久 に保 存 する 取とした。・ 　　　（i）　キール盤木高さ及
び

承要領　第9表に示 す。 　 　　 　　 　 　　　　　　　　 　 　 　 　

　　　L 　　　（ ii ） 　 キ ール 盤 木 高 さ標示板

Fig．17 に示 す。 　　 （ 2） 　側壁内 面 に 於 け るベー ス ラ イ ン保睿要領 　 　Fig ・18 に示 す 要領に依り

側 壁 内面

各ステ
”
一シ 目 ン の 位 置 に ，キ ール盤木 高 さ 標 示蔽と同 様 に ，取 付
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§7． 結 言

Fig．18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大型浮船渠の 構造は，之 を海上 で完成す る場合 に は ，船台上 で

　　　　　　　　　　　 ’　　　　　　　 全長 を完成 し て 進水 させ る 場合 と異 り，非常な 難作業を 伴 5が，
そ れ丈に 興味あ る諸種 の 問題が あ る の で あ る。著者は 本船渠 の 建造に 依 り，下記の 貴重な 経験を 得 た 。 即 ち

　・（1 ） 如何 に 難工 事 で あつ て も，周到な計画 と準備作業 に依 り，十分克服す る事が出来 る事 。

く2 ） 急速建造 と工 費 の 節減は，搏造 の 簡易化 と闘一
的量産 に 依 り，達 成す る事 が 出来 る 事。

〈30　海上浮揚体の 全長 に 亘 る光線見透 しが可 能 で あ る こ と

本稿が後日斯か る 大型浮船渠 の 建造に 対して 、 何等か の参考 となるならば 氣 ・で あ る。終 りに本稿 の 取縄 め に

写 真 1 ポ ン ツ ーン の 起工 後 20 日 目進水状n

写 真 2　各種試験 を完 了，第 一
船 と し て 川 崎

　　　 汽船聖 川 丸 を入 渠 せ し め た 状呪

際 し て 御指導御鞭逮 を 賜つ た 当 杜造 船 工 作 部，吉巨 船

穀課長 に 深甚 の 謝意を表す るもの で あ る 。

写 真 3　中 央 壁 塔 載 状 况

写真 4　西 浜岸壁 に 於 け る 側 壁 塔 載 状祝
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